
用 途 低維音電圧増幅用)x31丞官

特性概要� 12AX7A lIiFl問は 9ピンミニアテュア形の双3極宮であります。各 3極叩は増幅事が高 く，ヒーター

が共通であるほかば，それぞれ無関係でありますから，独立して使mする乙とができます。なお電気的特性は� 

12AX7と同じでありますから� そのまま差し換えて使用する� ζ とができます。T

12AX7A Hi 低利t - 増幅-Fi用kt 音電臣増幅周として設計されているため，低ノイズレベノレを裂求される高級� HiFi

器，ステレオ電書~，テープレコーグーに好適であります Q このほか. {な相反転，マルチパイプレーター，あるいは

高利得lζ設計された各葎の工業用制御回路にも使用できます。� 

12AX7AHi-Fi用の特長

(1)ノイズレベルが低い。� 

12AX7A Hi-Fi 用はとくにノ� fズレベルにつき厳重にテヌトされております。 ヒーターは従来と異なる特殊

コfノレヒータ ーを援用し交流点火時の交流磁東によるハムを減少し， カYードは従来のものより長くしてヒ ー

ターとグ リッ ドのVールドの投目をさせて静電誘導あるいは，ヒ ターエ ミyν ョシによるハムを少なくして

おります。世って， ノ イ ズレベルはグ 3 ・ y ド~lIH( 伐#-，1 して -lOOdb y)下になっております。� 

(2)マイクロフォニックノイズが少ない。� 

11i-Fi増幅器では大出力が要求されますが，乙の場合，キャピネ� y トの振動により真空管のマイクロアォニ ッ

クノイ ズが問題になってきます。l2A.'<.7AHi ~ Fi 用は，ょ1IJZが特に設計ーしたグングマイカを採用して電極の

支持を堅固にし，かっ従来の� 12AX7にくらべ電極の大きさを約20%小さ くして頑丈になっておりますので，

嗣極振動の心配がありません。またq!憶の国有振動周披数を可聴周波数以上にし，マイクロフ姐 ニックノ イズ

の発生を防止しております。� 

(3)安定度がよく寿命が長い。

プ νート ・ カ ソ ード材料の適切な遼択，また独特な~造工程を採用しているのでコンタクトポテ~i.ノ ャノレが小

さく安定しております。従って住用中の動作が安定でセ ットの高忠実度を長く保つことができます。� 
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動作例

100一一・・ー� 

0 H H…一・・ー…・，.…・・……一・……・・・-….....・� ・・a・・・・・・ ・…・…� .，� 

250 V一….............
 一……・・一・ー 一・・.......… ぃー……・ ・……
プレート ~庄… ・ ・ -

-1 -2 Vソド竜庄…・・・� ')グ.

・・…......ー…・…中幅増 ・

…

-….，....…….....…..........…......一・・・………-…-…......
....…� 100 100 

プレー ト内部抵抗・� 80 62.5 k !J 

・・・・…一.............1 ，250 1，600μ。
ー・・ー� ・・・・・・ 0・・
・・・・・・…...........ー・・・

プレート電流…… …・・…・・� 0・…・一一 一…-一…・…・・…………ー… ・・…・・一一-・………・� 0.5 1.2 mA  

ご使用上の注意

ヒータ ーと、.)EyljlC 100n理l笠のハムバランサ (可変抵抗〕を用い，中点を接地するか，または� 50V程度の 十電位

を加えるととにより ，治J手IJ得のj許帽器でもノ、ムをさらに修滅すると とができます。

ー・・相互コンダクタンス ・・…..........，.. 0
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抵抗結合増幅用動作例
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回路図i蒋1図参照注 (1)グリ γ ド 統が0.125μAj弘下である展大信号� 

'"'1111111111川



試問

0.075 

OO5C 

ぷ泌a 空管 12AX7A Hi-Fi用

〔零パイア ス動作〕� 

Ehhι100 V 

，、R

Rgf 

.1 () 

:!7 () (11. 

I
ー) () . ~ 

0.'.'.7 n.，17 1.0 
ー

ヲ内，6
“

(} }{ー

幻
|」
」
刊
|寸 

Rk 

113
 

c 

Eb 

Esig 

Eout 

利得

-
e
a
 

h
u
 

A v
M q

H

U

 

b

t

ι

 

.

，
�
 

-

l
川司
可

a

1.Hi .57 35ち1Mi IA
q
 
co 

1'1日|内，
，

，司
�
 

lin.fi 

j
 
l
 

-
3

山
リ
�
 

{
 

8J 

0.1 

川 両! 

。
.1A
U
 

-
A

H

'
t

h
ド

F
 

《

い
�
 

リ
�
 

5
 

り
一
�
 

E
J
 

5.5 4.8fi 72 

55 80 

ひずみ守1劣� 2.7 .0 '.'. 

B
A

-GnESIJ.i (1)
-

n
u
JEo 吟 ハ

句
�
 

h
U

F
E
 

'-7， 

勾
�
 
'

Q

 

O

J
 

利 得 ~17 A
1
 

4.7 

法� (1)ひずみ事 5%の最大信号 回路図書n図参照� 

12AX7A Hi-Fi用平均プレート特性 12AX7A Hi-Fi用平均グリッド特性� 

(各ユニ ットどと〉� (各ユニ ットどと)� 
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